
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
日
提
出

質

問

第

四

五

号

「
普
天
間
飛
行
場
の
五
年
以
内
運
用
停
止
」
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳
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「
普
天
間
飛
行
場
の
五
年
以
内
運
用
停
止
」
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
三
年
十
二
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
「
沖
縄
政
策
協
議
会
」
に
お
い
て
、
沖
縄
県
か
ら
「
沖
縄
振
興
及
び
基
地
負
担

の
軽
減
に
関
す
る
要
請
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
要
請
書
が
提
出
さ
れ
た
。
同
要
請
書
に
は
、
基
地
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
「
普

天
間
飛
行
場
の
五
年
以
内
運
用
停
止
、
早
期
返
還
」
等
四
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

同
年
十
二
月
二
十
五
日
、
右
「
普
天
間
飛
行
場
の
五
年
以
内
運
用
停
止
」
等
四
項
目
の
要
請
に
対
す
る
安
倍
晋
三
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
の
回
答
が
、
総
理
大
臣
官
邸
に
お
け
る
仲
井
眞
弘
多
沖
縄
県
知
事
と
の
面
談
の
場
で
示
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
安
倍
総

理
は
「
ご
要
望
は
沖
縄
県
民
全
体
の
思
い
と
し
て
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
日
本
政
府
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
全
て
行
う
と
い

う
の
が
安
倍
政
権
の
基
本
姿
勢
で
あ
り
ま
す
」
と
冒
頭
で
述
べ
た
上
で
、
係
る
四
項
目
の
要
請
事
項
を
具
体
的
に
列
挙
し
、
各

項
目
に
対
す
る
回
答
を
行
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
が
要
請
し
た
「
普
天
間
飛
行
場
の
五
年
以
内
運
用
停
止
」
の
実
現
に
つ
い
て
、
安
倍
総
理
は
「
普
天
間
の
五
年
以
内

の
運
用
停
止
、
オ
ス
プ
レ
イ
十
二
機
程
度
の
県
外
拠
点
配
備
に
つ
い
て
ご
要
望
を
頂
き
ま
し
た
。
移
設
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
普

天
間
飛
行
場
の
危
険
性
除
去
が
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
知
事
と
ま
さ
に
共
有
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
」
と
し
た
上
で
「
沖
縄
の
基
地
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
本
土
に
お
け
る
そ
れ
に
向
け
た
努
力
を
十
二
分
に
行
う
べ
き

一



で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
な
ど
と
実
に
抽
象
的
で
曖
昧
模
糊
と
し
た
回
答
に
終
始
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
安
倍
総
理
か
ら
の
回
答
を
受
け
て
、
仲
井
眞
知
事
は
「
驚
く
べ
き
立
派
な
内
容
を
ご
提
示
頂
き
ま
し
て
、
百
四
十
万

沖
縄
県
民
を
代
表
し
て
心
か
ら
感
謝
を
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
応
じ
、
同
年
十
二
月
二
十
七
日
、
先
に
防
衛
省
沖
縄

防
衛
局
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
た
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
事
業
に
係
る
公
有
水
面
埋
立
承
認
申
請
に
つ
い
て
承
認
し
た
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
前
記
安
倍
総
理
の
仲
井
眞
知
事
へ
の
回
答
は
、
総
理
大
臣
談
話
な
ど
文
書
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
閣
議
決
定

も
経
て
い
な
い
単
な
る
「
口
約
束
」
に
過
ぎ
な
い
。
確
実
に
履
行
さ
れ
る
と
の
担
保
は
全
く
な
く
、
基
地
負
担
軽
減
実
現
に
向

け
た
実
効
性
へ
の
信
頼
は
極
め
て
疑
わ
し
い
も
の
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

安
倍
総
理
の
口
頭
に
よ
る
回
答
を
「
驚
く
べ
き
立
派
な
内
容
」
と
評
価
し
、
辺
野
古
公
有
水
面
埋
立
申
請
を
承
認
し
た
仲
井

眞
知
事
の
政
治
判
断
に
圧
倒
的
多
数
の
沖
縄
県
民
は
呆
れ
果
て
、
強
い
怒
り
を
も
っ
て
批
判
し
て
い
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

沖
縄
県
が
要
請
し
た
「
普
天
間
飛
行
場
の
五
年
以
内
運
用
停
止
」
に
関
し
、
同
飛
行
場
の
「
運
用
停
止
」
と
は
い
か
な
る

状
態
を
指
す
と
の
認
識
か
。
す
な
わ
ち
、
同
飛
行
場
所
属
及
び
他
基
地
か
ら
飛
来
す
る
米
軍
機
の
離
発
着
が
一
切
な
い
状
態

二



か
、
そ
れ
と
も
、
全
て
の
米
軍
機
が
同
飛
行
場
に
存
在
し
な
い
状
態
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

沖
縄
県
が
要
請
し
た
「
普
天
間
飛
行
場
の
五
年
以
内
運
用
停
止
」
に
関
し
、
沖
縄
県
側
か
ら
同
飛
行
場
の
「
運
用
停
止
」

が
い
か
な
る
状
態
を
指
す
か
に
つ
い
て
説
明
は
あ
っ
た
か
。
説
明
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
を
示
し
た
上
で
、
政
府
の

見
解
と
合
致
す
る
も
の
か
、
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。

三

沖
縄
県
が
要
請
し
た
「
普
天
間
飛
行
場
の
五
年
以
内
運
用
停
止
」
に
関
し
、
「
五
年
以
内
」
の
始
期
は
い
つ
か
、
そ
の
起

算
日
に
つ
い
て
沖
縄
県
側
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
か
示
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
と
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

仲
井
眞
知
事
及
び
佐
喜
眞
淳
宜
野
湾
市
長
連
名
で
提
出
さ
れ
た
二
〇
一
四
年
二
月
十
日
付
「
『
普
天
間
飛
行
場
の
五
年
以

内
運
用
停
止
』
の
実
現
に
つ
い
て
（
要
請
）
」
を
受
け
て
、
政
府
は
同
月
十
四
日
の
沖
縄
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
「
普
天

間
飛
行
場
負
担
軽
減
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
同
月
十
八
日
に
初
会
合
を
開
催
し
て
い
る
が
、
同
会
議
の
議
事
録
は
作
成
さ

れ
た
か
、
今
後
も
会
議
開
催
毎
に
議
事
録
は
作
成
さ
れ
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
議
事
録
を
作
成
し
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

五

右
会
議
の
沖
縄
側
か
ら
の
構
成
員
が
沖
縄
県
知
事
及
び
宜
野
湾
市
長
に
限
ら
れ
て
い
る
理
由
及
び
沖
縄
に
関
連
す
る
基
本

政
策
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
「
沖
縄
政
策
協
議
会
」
、
沖
縄
県
が
要
請
し
た
「
普
天
間
飛
行
場
の

三



五
年
以
内
運
用
停
止
」
等
四
項
目
の
実
現
の
た
め
に
、
防
衛
省
が
二
〇
一
四
年
一
月
二
十
二
日
付
で
設
置
し
た
「
沖
縄
基
地

負
担
軽
減
推
進
委
員
会
」
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
会
議
を
設
置
し
た
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
目
的
が
重
複
す
る
会
議
の
設
置
は
合
理
性
が
な
い
と
思
料
す
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

二
〇
一
四
年
二
月
七
日
、
米
ワ
シ
ン
ト
ン
で
日
米
外
相
会
談
が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
談
で
、
岸
田
文
雄
外
務
大
臣
は
「
普

天
間
飛
行
場
の
五
年
以
内
運
用
停
止
」
に
つ
い
て
、
米
側
に
内
容
を
説
明
せ
ず
、
日
米
間
協
議
に
つ
い
て
も
提
案
し
な
か
っ

た
よ
う
だ
。
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
に
つ
い
て
「
政
府
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
全
て
行
う
と
い
う
の
が
安
倍
政
権
の
基
本
姿

勢
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
普
天
間
飛
行
場
の
五
年
以
内
運
用
停
止
」
に
つ
い
て
一
切
触
れ
な
か
っ
た
の
か
、

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


